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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公表番号】特表2009-544676(P2009-544676A)
【公表日】平成21年12月17日(2009.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-050
【出願番号】特願2009-521335(P2009-521335)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/72     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 223/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 267/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/553    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/551    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 243/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 281/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/554    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 295/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/495    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/165    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/198    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/216    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/223    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/062    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/14    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/40    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ  31/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/127   　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/72    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/44    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/55    　　　　
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   Ｃ０７Ｄ 223/12    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 267/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/553   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/551   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 243/08    ５０７　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/20    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 281/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/554   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 295/16    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/495   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/165   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/198   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/216   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/223   　　　　
   Ｃ０７Ｃ 237/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 237/12    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   5/062   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月15日(2013.5.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式：
【化１０】

［式中、
　Ｙ”は、Ｐｈ、－Ｃ1-3アルキルＰｈおよび－ＣＨ＝ＣＨＰｈからなる群から選択され
、Ｐｈは、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲE2、ＮＲG2ＲH2、ＮＲG2ＣＯＲW2、
ＮＲG2ＳＯ2Ｒ

W2、ＣＯＮＲG2ＲH2およびＳＯ2Ｒ
W2からなる群から独立に選択されるＲC2

およびＲD2で置換されており；
　ＲL2は、水素、ハロゲン、Ｐｈ、ＯＰｈおよびＯＣＨ2Ｐｈからなる群から選択され、
Ｐｈはハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲE2またはＣＯ2Ｒ

E2で置換されていることもあ
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り；
　ＲA2およびＲB2は、水素、Ｃ1－Ｃ6アルキルおよびＣＯ2Ｒ

F2から独立に選択され；
　ＲE2は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキル；
　ＲF2は、Ｃ1－Ｃ6アルキル；
　ＲG2およびＲH2は独立に、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルであるか、または一緒になって
、ＮＲE2、ＳおよびＯから選択される更なる１個のヘテロ原子を含んでいてもよい５また
は６員環の環を形成し；および
　ＲW2は、Ｃ1－Ｃ6アルキルである］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項２】
　Ｙ”が－ＣＨ＝ＣＨＰｈであり、Ｐｈは、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲE2

、ＮＲG2ＲH2、ＮＲG2ＣＯＲW2、ＮＲG2ＳＯ2Ｒ
W2、ＣＯＮＲG2ＲH2およびＳＯ2Ｒ

W2から
なる群から独立に選択されるＲC2およびＲD2で置換されている請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＲC2およびＲD2が水素、ハロゲンおよびＣ1－Ｃ6アルキルからなる群から独立に選択さ
れる、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　ＲA2は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルである請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　ＲB2は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルである請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　ＲL2は、ＰｈまたはＯＰｈであり、Ｐｈはハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲE2または
ＣＯ２ＲE2で置換されていることもある請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　ＲC2およびＲD2はいずれも水素である請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　ＲA2およびＲB2はいずれも水素である請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　次式
【化１１】

［式中、
　Ｙ’は、ＯＲC1およびＮＨＲD1からなる群から選択され；
　ＲL1は、水素、ハロゲン、Ｐｈ、ＯＰｈおよびＯＣＨ2Ｐｈからなる群から選択され、
Ｐｈはハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲC1またはＣＯ２ＲC1で置換されていることもあ
り；
　ＲA1およびＲB1は、水素、Ｃ1－Ｃ6アルキルおよびＣＯ2Ｒ

W1から独立に選択され；
　ＲC1は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキル；
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　ＲD1は、ＣＨ2Ｐｈ、（ＣＨ2）2Ｐｈまたは（ＣＨ2）2ＯＰｈであり、Ｐｈは、ＲE1お
よびＲF1で置換されており；
　ＲE1およびＲF1は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲC1、ＮＲG1ＲH1、ＮＲG1

ＣＯＲW1、ＮＲG1ＳＯ2Ｒ
W1、ＣＯＮＲGIＲH1またはＳＯ2Ｒ

W1からなる群から独立に選択
され；
　ＲG1およびＲH1は独立に、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルであるか、または一緒になって
、ＮＲC1、ＳおよびＯから選択される更なる１個のヘテロ原子を含んでいてもよい５また
は６員環の環を形成し；および
　ＲW1は、Ｃ1－Ｃ6アルキルである］
である化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項１０】
　Ｙ’はＮＨＣＨ2Ｐｈ（ここで、ＰｈはＲE1およびＲF1で置換されており、ＲE1および
ＲF1は水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ＯＲC1、ＮＲG1ＲH1、ＮＲG1ＣＯＲW1、ＮＲ
G1ＳＯ2Ｒ

W1、ＣＯＮＲGIＲH1またはＳＯ2Ｒ
W1からなる群から独立に選択される）である

請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　ＲE1およびＲF1は、水素、ハロゲンおよびＣ1－Ｃ6アルキルからなる群から独立に選択
される請求項９に記載の化合物。
【請求項１２】
　ＲA1は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルである請求項９に記載の化合物。
【請求項１３】
　ＲB1は、水素またはＣ1－Ｃ6アルキルである請求項９に記載の化合物。
【請求項１４】
　ＲL1は、ＯＰｈまたはＯＣＨ2Ｐｈであり、Ｐｈは置換されていないかまたはハロゲン
またはＣ1－Ｃ6アルキルで置換されている請求項９に記載の化合物。
【請求項１５】
　ＲE1およびＲF1がそれぞれ水素である請求項９に記載の化合物。
【請求項１６】
　ＲA1およびＲB1はいずれも水素である請求項９に記載の化合物。
【請求項１７】
　ＲL1は、メタ位またはパラ位のＯＰｈまたはＯＣＨ2Ｐｈであり、Ｐｈは置換されてい
ないかまたはハロゲンまたはＣ1－Ｃ6アルキルで置換されている請求項９に記載の化合物
。
【請求項１８】
　真菌感染の処置のための医薬の製造のための請求項１～１７のいずれか記載の化合物の
使用。
【請求項１９】
　真菌感染がＣａｎｄｉｄａまたはＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓにより引き起こされる請求項
１８に記載の使用。
【請求項２０】
　請求項１～１７のいずれか記載の化合物および製薬的に許容し得る希釈剤または担体を
含有する医薬組成物。
【請求項２１】
　該化合物がC.albicans増殖に対して８μＭ～５５μＭのＩＣ50を有する請求項１９記載
の使用。
【請求項２２】
　該化合物がA.fumigatus増殖に対して４μＭ～９３μＭのＩＣ50を有する請求項１９記
載の使用。
【請求項２３】
　該化合物がC.albicansのグルカン生合成に対して３μＭ～３４μＭのＩＣ50を有する請
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求項１９記載の使用。
【請求項２４】
　該化合物がA.fumigatusのグルカン生合成に対して４μＭ～９３μＭのＩＣ50を有する
請求項１９記載の使用。
【請求項２５】
　前記医薬が補助的な抗真菌化合物と組み合わせて投与されるものである、請求項１８記
載の使用。
【請求項２６】
　さらなる抗真菌化合物がアニデュラファンギン、カスポファンギン、ミカファンギン、
ナタマイシン、リモシジン、ナイスタチン、アムホテリシンＢ、ミコナゾール、ケトコナ
ゾール、クロトリマゾール、エコナゾール、ビフォナゾール、ブトコナゾール、フェンチ
コナゾール、イソコナゾール、オキシコナゾール、セルタコナゾール、スルコナゾール、
チオコナゾール、トリアゾール、フルコナゾール、イトラコナゾール、イサブコナゾール
ラブコナゾール、ポサコナゾール、ボリコナゾール、テルコナゾール、テルビナフィン、
アモロルフィン、ナフチフィン、ブテナフィン、シクロピロックスオラミン、５－フルオ
ロシトシン、ゲンチアナ・バイオレット、ハロプロジン、トルナフテート、またはウンデ
シレン酸である請求項２５記載の使用。
【請求項２７】
　前記医薬がさらなる抗真菌化合物とは別の投与経路で投与されるものである、請求項２
５の使用。
【請求項２８】
　真菌感染がブラストミセス症、白癬、コクシジオイドミコーシス、クリプトコッカス症
、カンジダ症、モニリア症、皮膚真菌症、皮膚糸状菌症、黄癬、角膜真菌症、フィコミコ
ーシス、スポロトリクム症、またはリノスポリジウム症である、請求項１８記載の使用。
【請求項２９】
　免疫抑制状態にある患者の処置のための医薬の製造のための請求項１～１７のいずれか
記載の化合物の使用。
【請求項３０】
　患者がＡＩＤＳ、癌、重症複合免疫不全症、結核、糖尿病、静脈内薬物乱用、または重
度の火傷に冒されている請求項２９記載の使用。
【請求項３１】
　患者が免疫抑制治療を受けている請求項２９記載の使用。
【請求項３２】
　慢性的な抗生物質、コルチコステロイド処置、長期間の静脈内カテーテル、または長期
間の尿道カテーテルの使用を受けている患者の処置のための医薬の製造のための請求項１
～１７のいずれか記載の化合物の使用。
【請求項３３】
　前記医薬が免疫抑制剤と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用。
【請求項３４】
　前記医薬が化学療法剤と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用。
【請求項３５】
　前記医薬が抗炎症剤と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用。
【請求項３６】
　前記医薬が抗生物質と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用。
【請求項３７】
　前記医薬が抗ＨＩＶ化合物と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用
。
【請求項３８】
　前記医薬が抗糖尿病薬と組み合わせて投与されるものである請求項１８記載の使用。
【請求項３９】
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　前記医薬が経口、局所的、経皮、静脈内、皮下、皮内、筋肉内、鼻内、直腸、経膣、口
腔、または舌下投与されるものである、請求項１８記載の使用。
【請求項４０】
　前記医薬がクリーム、軟膏、ペースト、ジェル、スプレー、またはリポソーム調製物と
して投与されるものである請求項１８記載の使用。
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